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令
和
５
年
11
月
７
日
か
ら

11
月
20
日
ま
で
の
う
ち
５
日

間
、
町
内
34
自
治
会
と
新
冠

町
女
性
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議

お
よ
び
道
の
駅
関
係
者
の
２

会
議
体
を
対
象
に
町
政
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　『
広
報
に
い
か
っ
ぷ
』
で

は
、
こ
の
町
政
懇
談
会
で
鳴

海
町
長
か
ら
ど
の
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
か
を
ご
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
町
長
が
各

会
場
で
説
明
し
た
、
町
の
取

り
組
み
の
要
旨
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

①
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

10
月
15
日
に
、
町
の
防
災
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
終
了
後
に
北
海
道
危
機
対
策

課
と
の
共
同
に
て
、
新
冠
小
学
校
に
お

い
て
の
避
難
所
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
津
波
を
想
定
し
て
行
い
ま
し

た
が
、
大
雨
、
土
砂
災
害
に
対
し
て
も

早
期
避
難
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
危
機
に
対
応
で
き
る
管
理
体

制
を
構
築
し
、
さ
ら
に
は
町
民
の
生
命

を
守
る
た
め
の
避
難
施
設
の
整
備
な

ど
、
ハ
ー
ド
面
で
の
避
難
対
策
を
推
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
静
内
警
察
署
よ
り
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
町
内
泉
の
駐
在
所
を
廃

止
の
上
、
朝
日
の
駐
在
所
に
統
合
す
る

旨
の
説
明
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
朝
日
駐
在
所
が
２
名
体

制
と
な
り
、
従
前
の
管
轄
地
区
を
担
当

す
る
と
い
う
も
の
で
、
泉
地
区
か
ら
警

察
官
が
い
な
く
な
り
、
駐
在
所
ま
で
の

距
離
は
遠
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

と
業
務
の
変
更
は
な
く
、
業
務
が
２
名

体
制
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で

担
当
警
察
官
が
休
み
だ
っ
た
日
の
パ
ト

ロ
ー
ル
が
可
能
と
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
本
件
に
つ
い

て
は
、
泉
駐
在
所
が
所
管
す
る
地
域
住

民
へ
の
丁
寧
な
説
明
の
も
と
、
進
め
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
と

し
て
は
致
し
方
な
い
も
の
と
理
解
し
た

も
の
で
す
。

②
「
力
強
く
安
定
し
た
産
業
づ
く
り
」

に
つ
い
て

　

新
冠
町
の
各
産
業
に
お
い
て
既
存
の

事
業
支
援
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
取
り

組
み
を
推
進
し
、
そ
し
て
限
り
あ
る
資

源
を
守
り
、
有
効
活
用
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
現
代
社
会
の
課
題
と
も
い
え
る

労
働
力
の
確
保
、
あ
る
い
は
事
業
承
継

の
問
題
は
、
当
町
に
お
い
て
も
直
面
す

る
課
題
と
捉
え
て
お
り
、
後
継
者
へ
の

家
業
継
承
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
も
支

援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
事
業
の

継
続
に
は
産
業
全
体
の
力
強
さ
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
産
業
の
競
争

力
を
高
め
、
持
続
可
能
な
産
業
発
展
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
町
と
し
て
産
業
団

体
と
共
に
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

③
「
郷
土
を
愛
し
生
き
る
力
を
育
む

人
づ
く
り
」
に
つ
い
て

　

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
等
し
く
提
供

す
る
こ
と
で
新
冠
町
の
子
ど
も
達
の
成

長
を
見
守
り
た
い
と
の
考
え
の
下
、
令

和
６
年
度
の
町
内
小
学
校
統
合
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

統
合
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
教
育

委
員
会
に
よ
る
統
合
地
域
説
明
会
の
開

催
を
重
ね
る
こ
と
で
、
町
民
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
得
る
こ
と
に
努
め
、
ま
た
、

両
小
学
校
の
合
同
授
業
な
ど
に
よ
っ
て

児
童
の
融
和
に
最
善
を
尽
く
し
て
き
た

と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
統
合
後
の
朝
日
小
学
校
跡
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
集
会
施
設
や
防
災
面

で
の
利
用
な
ど
地
域
に
貢
献
す
る
施
設

と
な
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
利
活

用
を
計
画
し
て
い
る
ほ
か
、
廃
止
と
な

る
泉
駐
在
所
の
警
察
官
が
新
た
に
教
員

住
宅
跡
に
住
む
な
ど
、
施
設
跡
の
有
効

利
用
に
十
分
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
円
滑
な
統
合
事

業
の
推
進
と
、
さ
ら
に
は
朝
日
小
学
校

跡
利
用
に
よ
っ
て
多
く
の
町
民
に
資
す

る
小
学
校
統
合
に
な
る
よ
う
努
め
る
所

存
で
す
。

④
新
冠
町
立
国
民
健
康
保
険
診
療
所

改
築
事
業
の
発
注
時
期
の
一
時
見
送

り
に
つ
い
て

　

当
町
国
保
診
療
所
は
老
朽
化
に
加

え
、
消
防
法
に
基
づ
く
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
設
置
期
限
が
差
し
迫
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
改
築
計
画
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
資
材
高
騰
に
よ
り
試
算
事

業
費
が
想
定
の
２
倍
に
急
増
し
、
財
政

負
担
へ
の
懸
念
か
ら
改
築
を
一
時
見
送

り
す
る
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

改
築
に
つ
い
て
は
協
議
、
検
討
を
続

け
、
10
月
末
に
は
改
築
に
関
わ
る
基
本

計
画
の
策
定
お
よ
び
基
本
設
計
業
務
を

終
え
、
新
診
療
所
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

開
始
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な

実
施
設
計
や
本
体
工
事
に
移
行
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
の
建
設
工
事
の
状
況

は
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
建
設

費
が
急
騰
し
て
お
り
、
諸
資
材
の
納
入

遅
れ
か
ら
工
期
も
延
長
さ
れ
る
事
業
が

数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
診
療
所
改

築
に
係
る
工
事
も
同
様
で
、
私
ど
も
が

当
初
想
定
し
て
い
た
本
体
工
事
費
が
基

本
設
計
を
終
え
た
時
点
で
25
億
ま
で
に

達
し
、
さ
ら
に
は
工
事
期
間
に
つ
い
て

も
計
画
以
上
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
国
保
診
療
所
を
見
た
時
、
国

保
診
療
所
移
転
改
築
工
事
を
先
送
り
す

る
こ
と
に
伴
い
、
現
診
療
所
に
お
い
て

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
工
事
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
工
事
に
要
す
る
費

用
約
１
億
円
の
財
政
支
出
は
、
法
の
責

務
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
負
担
を

考
え
て
も
な
お
、
現
情
勢
下
に
お
け
る

発
注
は
、
町
の
不
利
益
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　

改
築
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
社
会
状
況

を
見
据
え
つ
つ
、
改
築
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
検
討
し
、
現
施
設
に
修
繕
を
加
え
な

が
ら
当
面
の
運
営
を
し
て
い
く
考
え
に

至
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

唐
突
の
方
針
転
換
と
な
り
町
民
の
皆

さ
ま
も
困
惑
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
世
情
を
鑑
み
た
結
果
で
す
の

で
、
特
段
の
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

令和５年度 町政懇談会開催報告

　
今
月
号
で
は
、
町
政
懇
談
会
で

町
長
が
各
会
場
で
説
明
し
た
、
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
主
な
政
策
な

ど
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
号
３
月
号
で
は
、

各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
、
主
な

ご
質
問
や
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

令和５年 10 月 15 日、新冠小学校にて北海道と共
同で実施した避難所運営訓練

令和６年４月１日から廃止となる
泉駐在所

令和５年度農業支援員嘱託状交付式
農業における担い手を支援する取り組み

令和５年 10 月 10 日から３日間において
行われた小学校統合地域説明会

改築事業を一時見送りすることとした
新冠町立国民健康保険診療所
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　本年度のプラスワンセミナーは“防災”がテー

マです。

　大型台風、洪水浸水、爆弾低気圧、ゲリラ豪雨、

千島海溝沿い地震、大津波、数多くの災害に対し、

『学ぶ』ことで『恐れる』ではなく『備える』といっ

た防災意識を高め、安全安心に過ごすことを目的

にセミナーを展開しています。

　第４回目はテレビ情報番組などで活躍中の『天

気の達人』こと気象予報士の天達武史さんを講師

に迎えて開催します。ぜひ、ご参加くださいます

ようお待ちしております。

○日時

　令和６年２月 24 日（土）　14:30 ～ 16:00

○会場　新冠町レ・コード館　町民ホール

○講師　気象予報士　天
あまたつ

達 武
たけし

史　氏

○主催　新冠町教育委員会

○入場　無料（整理券が必要です。）

※整理券はレ・コード

館で配布しています。

●問い合わせ先

　新冠町教育委員会

　社会教育課

　（レ・コード館）

　☎ 0146・45・7833

役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information － その1

　　　　令和５年度プラスワンセミナー
『天気の達人に学ぶ気候変動と防災』

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

２

月

14日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 町民センター

16日（金） 13：00～16：30 フッ素塗布

保健センター

25日（日） 13：00～15：30
母親学級キレイ☆ママパパる～む

～出産編～

27日（火）

受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

受付 13：00～ 1 歳6ヶ月・3歳児健康診査

３
月

６日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座

８日（金） 13：15～15：30 ５歳児相談

12日（火） 13：00～16：30 フッ素塗布

15日（金） 10：00～11：30
母親学級キレイ☆ママパパる～む

～育児編～

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆節婦中学校昭和33年卒業生クラス会

（46,323円）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆木村　千鶴子	 （カット布２袋・タオル１袋）

☆武田　ハル	 （古布４袋）

☆畑中　テツ	 （古布２袋）

☆藤原　まさ子	 （古布１袋）

☆ボランティアグループちょぼら	（カット布６袋）

☆新冠ライオンズクラブ

（クリスマスケーキ７箱・タオル175枚）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆中村　祥子	 （30,000円）

☆佐藤　時枝	 （50,000円）

☆匿　名	 （30,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆石田　妙子	 （古布５袋）

☆新冠町農業協同組合	 （古切手２袋）

☆匿　名	 （古布１箱）

古布の寄贈のお願い
　ご自宅に古シーツや古着などの布製品が

ありましたら、国保診療所・老人ホーム恵

寿荘・社会福祉協議会にご持参ください。

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

令和６年１月１日から産前産後期間に

おける国民健康保険税が減額されます

〇対象者

　令和５年 11 月以降に出産予定または出産した国

民健康保険被保険者の方

〇対象期間

【単胎】４カ月分（出産予定月の前月から出産予定

月の翌々月まで）

【多胎】６カ月分（出産予定月の３カ月前から出産

予定月の翌々月まで）

〇算定方法

　出産される国民健康保険被保険者の産前産後期

間における所得割額と均等割額を減額。

〇申請方法　　

　以下の書類をご用意のうえ手続きをしてください。

　①産前産後期間に係る国民健康保険税軽減届出書

　②母子健康手帳

※出産予定月の６カ月前から届出ができます。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ国保後期高齢者医療係

　☎ 0146・47・2113

マイナポータルからオンラインで

転出届を提出できるようになりました

　引っ越す際に手続が必要な転出届は、マイナ

ポータルを通じてオンラインによる提出が可能

です。このサービスを利用する方は、転出にあ

たり新冠町への来庁が原則不要となります。

　電子証明書が有効なマイナンバーカードを

お持ちの方で、日本国内での引っ越しをする

方がご利用いただけます。ご自身単身での引っ

越しの他、ご自身と同一世帯員、ご自身以外

の世帯員の方の引っ越しでも利用可能です。

※マイナポータルを通じ

て転出届の提出をした後

は、別途、転入先市区町

村の窓口で転入届などの

手続が必要です。

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ住民係

　☎ 0146・47・2112

「地域福祉計画」および「地域福祉実践
計画」策定に伴うパブリックコメントの

募集について
　町および新冠町社会福祉協議会では、町民同士がお

互いに支え合い、誰もが住みなれた地域で安全・安心

に暮らせる地域社会づくりに向け、町では「第２期地

域福祉計画」（素案）、新冠町社会福祉協議会では「第

６期地域福祉実践計画」（素案）を協働で策定いたし

ました。

　策定した素案について町民の皆さまからのご意見

をお聴きするため、パブリックコメントを実施します

ので、ご覧いただきご意見をお寄せ下さい。

○閲覧方法　

　町ホームページに掲載している他、保健福祉課およ

び社会福祉協議会の各窓口でも閲覧可能です。

○意見の募集期間　

　令和６年２月１日から令和６年３月８日まで

●問い合わせ先

　保健福祉課福祉係　　　☎ 0146・47・2113

　新冠町社会福祉協議会　☎ 0146・47・2130

「障害福祉計画」策定に伴う

パブリックコメントの募集について
　町では障害福祉サービスの計画的な提供体

制を図るため、令和６年４月１日から更新と

なる下記福祉計画の素案を策定いたしました。

　素案について町民の皆さまからのご意見をお

聴きするため、パブリックコメントを実施しま

すので、ご覧いただきご意見をお寄せ下さい。

○計画名　

　新冠町「第４次障害者基本計画・第７期

障害福祉計画、第３期障害児福祉計画」

○閲覧方法　

　町ホームページに掲載する他、保健福祉

課窓口でも閲覧可能です。

○意見の募集期間　

　令和６年２月 19 日から令和６年３月 15

日まで

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ福祉係

　☎ 0146・47・2113

マイナポータル

引っ越し手続き
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役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information － その2

　令和６年度新冠町奨学生を次により募集します。

〇応募資格

・町民またはその子弟であること。

・対象校は高校、専門学校、大学、専修学校、他

・経済的理由により修学困難な世帯であること。

・身体が健康であること。

・学業が平均水準以上で性行が善良であること。

・連帯保証人は２名とする

〇貸付額（無利子）

・高等学校、高等専門学校は月額５万円

・大学、短大、専修学校、各種学校は月額６万円

〇返還方法等

　貸付終了月から起算して６カ月を経過した後に教

育委員会の定める方法により、返還すること。

　卒業後、町内に就職、または家業に従事するなど、

町民として一定期間を超えて在住した場合は奨学金

の返還金の一部を免除する。

〇応募期間　令和６年３月１日（金）～ 29 日（金）

〇出願方法

　願書、推薦書、健康診断書、成績証明書などの必

要書類を提出してください。

●問い合わせ先

　管理課管理グループ　☎ 0146・47・2547

令和６年度新冠町奨学生の募集について

　

１
月
７
日
、
レ
・
コ
ー

ド
館
シ
ア
タ
ー
で
新
冠
町

教
育
賞
・
教
育
奨
励
賞
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
教
育
賞

２
名
、
教
育
奨
励
賞
１
名
、

３
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
奥
村
尚

久
教
育
長
が
式
辞
を
述
べ

た
後
、
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
表
彰
盾
を
授
与
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を
代
表

し
て
、
教
育
賞
を
受
賞
さ

れ
た
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
Ⓡ
羆
の
杜
（
ひ
の
も
り
）

代
表
梁
田
信
廣
さ
ん
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、「
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
動
し
、
自

己
を
高
め
日
々
の
努
力
を

積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が
、

ふ
る
さ
と
新
冠
の
元
気
や

力
に
つ
が
な
っ
て
い
る
と

評
価
を
い
た
だ
き
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後

も
さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
み
、

ふ
る
さ
と
新
冠
の
魅
力
を

高
め
る
一
助
と
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。」

と
受
賞
へ
の
思
い
と
、
今

後
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

教
育
賞

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
Ⓡ
羆
の
杜

町
内
小
学
校
の
授
業
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
特
別
事
業
な
ど
で
体
験
活
動
を
行

い
、
地
域
の
教
育
活
動
の
振
興
・
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
賞

橋
本

　
莉
央
さ
ん
（
字
東
泊
津
）

第
25
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル 

ｉ
ｎ 

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ

【
地
区
大
会
】
２
．
札
幌
Ⅱ

幼
児
部
門　

金
賞

芸
術
文
化
奨
励
賞

新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部

令
和
５
年
度
第
68
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
日
胆
地
区
予
選

中
学
校
Ｃ
編
成
の
部　

金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

新
冠
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

２
０
２
３ 

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ　

Ｕ-

12

日
高
支
部
予
選
大
会　

優
勝

新
冠
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

令
和
５
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育
大

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

優
勝

谷
垣
　
悠
聖
（
字
北
星
町
）

令
和
５
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育
大

会
陸
上
大
会

男
子
四
種
競
技　

優
勝

　農水新冠賞絵画コンクールは、第一次産業全般に

わたる絵画の募集を行ったもので、今回は、認定こ

ども園から 41点、新冠小学校から 114 点、朝日小

学校から 23点の合計 178点の応募がありました。

農水新冠賞受賞者

年長児の部

　最優秀賞　ケンペレスさん（ド・レ・ミ）

　優秀賞　　大西　悠翔さん（ド・レ・ミ）

　　　　　　伊藤　煌彪さん（ド・レ・ミ）

小学校低学年の部

　最優秀賞　越湖　莉央さん（朝日小１年）

　優秀賞　　赤田　璃菜さん（新冠小１年）

　　　　　　金子　　詩さん（朝日小１年）

小学校中学年の部

　最優秀賞　長浜　優芯さん（朝日小３年）

　優秀賞　　西山　凜咲さん（新冠小３年）

　　　　　　田中　珠奈さん（新冠小３年）

小学校高学年の部

　最優秀賞　吉田　　花さん（新冠小５年）

　優秀賞　　新井田彩羽さん（新冠小５年）

　　　　　　長田　結萌さん（朝日小５年）

　表彰式は、３

学期の初日に各

学校で行われま

した。受賞者の

皆さんおめでと

うございます。

　森みつ少年少女文芸賞は、北海道賛歌の作詞など女

性詩人として活躍した、故森みつさんの業績を讃え、

町の子どもたちの文芸振興を図ろうと創設された賞

で、今回は、新冠小学校から 87 点、朝日小学校から

41点、新冠中学校から 29点の合計 157 点の応募があ

りました。

森みつ少年少女文芸賞

小学校低学年の部
　詩　　藤原　　葵さん（朝日小２年）

　作文　山岸　龍馬さん（新冠小２年）

小学校中学年の部
　詩　　佐久間大智さん（朝日小３年）

　作文　石山　虹心さん（新冠小４年）

小学校高学年の部
　詩　　成田　獅凰さん（新冠小６年）

　作文　出口　沙姫さん（新冠小６年）

中学校の部
　詩　　木村　仁美さん（新冠中１年）

　作文　武田　京子さん（新冠中３年）

奨励賞

小学校低学年の部

　詩　　鳥潟　若菜さん（新冠小２年）

小学校中学年の部
　作文　蓑田　知紗さん（新冠小４年）

小学校高学年の部
　作文　法山　祐人さん（新冠小６年）

第17回農水新冠賞絵画コンクール・第41回森みつ少年少女文芸賞
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12
月
19
日
、
新
冠
小
学
校
６
年
生
の
児

童
が
福
祉
教
育
の
一
環
と
し
て
高
齢
者
疑

似
体
験
と
車
い
す
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

役
場
保
健
福
祉
課
の
協
力
で
行
わ
れ
、
高

齢
者
疑
似
体
験
で
は
、
手
足
に
重
り
や
視

界
を
悪
く
さ
せ
る
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
を
身
に

つ
け
、
見
え
に
く
さ
や
、
制
限
の
あ
る
中

で
の
動
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
い
す
体
験
で
は
操
作
方
法
を

学
び
、
段
差
な
ど
で
車
椅
子
を
持
ち
上
げ

て
進
む
際
は
、
介
助
者
の
声
掛
け
が
無
い

と
、
車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る
人
が
驚
く
こ

と
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校
で
高
齢
者
疑

似
体
験
と
車
い
す
体
験

　

12
月
９
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
、
児
童
館
特
別
事

業
が
開
催
さ
れ
、
34
名
の
小
学

生
と
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
業
で
は
、
講
師
を
務
め
る

日
本
ジ
ャ
ン
プ
ロ
ー
プ
連
合
北

海
道
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ダ

ブ
ル
ダ
ッ
チ
披
露
と
子
ど
も
た

ち
の
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
は
一
見
難
し
そ
う
で
し
た

が
、
講
師
の
指
導
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
ダ
ブ
ル
ダ
ッ

チ
を
跳
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
児
童
館
特
別
事
業
で

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
挑
戦

　

12
月
13
日
、
静
内
高
校
１
年
次

生
が
動
画
投
稿
ア
プ
リ
を
使
い
、

新
冠
温
泉
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ズ
の
Ｐ

Ｒ
動
画
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
情
報
授
業
の
一
環
で
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
２
回
目
と
な

り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
各
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
施
設
の
魅
力
を
伝

え
る
動
画
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

動
画
は
新
冠
温
泉
関
係
者
に

よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
優
秀
作
品
は

「
新
冠
温
泉
公
式
Ｔ
ｉ
ｋ 

Ｔ
ｏ

ｋ
」
で
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

静
内
高
校
生
が
授
業
の
一
環
で

新
冠
温
泉
Ｐ
Ｒ
動
画
を
撮
影

　

こ
の
た
び
、
字
東
川
の
庄
野

照
彦
さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
し
、
12
月
19
日
、
役
場
会
議

室
で
、
日
高
振
興
局
の
生
田
振

興
局
長
よ
り
勲
記
と
勲
章
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

庄
野
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
２

月
に
新
冠
消
防
団
に
入
団
さ
れ

て
か
ら
43
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
、
消
防
団
幹
部
と
し
て
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
も
っ
て
、
地

域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

字
東
川
の
庄
野
照
彦
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

　

12
月
20
日
、
新
冠
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
長
浜
秋
一
会
長
）
は
、

恵
寿
荘
の
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
７
箱
と
タ
オ
ル

１
７
５
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
58
年
の

恵
寿
荘
開
設
か
ら
、
毎
年
こ
の

時
期
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
、
ケ
ー
キ
な
ど
を
寄

贈
し
て
い
ま
す
。

　

入
所
者
の
皆
さ
ん
は
、
早
速

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
い
た
だ

き
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

新
冠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

恵
寿
荘
に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
寄
贈

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
に
２
人
が
出
場

　

シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
ｉ
ｎ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
国
内
予
選
を
突
破
し
、
全
国

大
会
出
場
を
果
た
し
た
橋
本
莉
央
さ
ん

（
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
幼
稚
園
年
長
）
と
若
林
樹

さ
ん
（
新
冠
小
学
校
６
年
）
が
、
12
月
21
日
、

奥
村
教
育
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

奥
村
教
育
長
に
意
気
込
み
を
語
っ
た
２

人
は
、
１
月
３
日
か
ら
神
奈
川
県
で
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会
に
臨
み
、
若
林
さ
ん
は
、

残
念
な
が
ら
全
国
大
会
突
破
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
橋
本
さ
ん
が
見
事
金
賞

を
受
賞
し
、
１
月
７
日
か
ら
の
ア
ジ
ア
大

会
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
、
新
冠
町
共
同
募
金

委
員
会
（
鎌
田
盛
行
会
長
）
よ

り
、
社
会
福
祉
法
人
新
冠
ほ
く
と

園
（
湯
沼
博
理
事
長
）
に
義
援
金

11
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
高
建
設
協
会
と
室

蘭
建
設
業
協
会
が
日
高
地
方
共

同
募
金
委
員
会
に
義
援
金
を
寄

附
し
た
こ
と
に
伴
い
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
湯
沼
理
事
長
は
「
ク
リ

ス
マ
ス
会
や
正
月
の
イ
ベ
ン
ト

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金

今
年
も
新
冠
ほ
く
と
園
に
贈
呈

　

12
月
27
日
か
ら
、
北
海
道
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
の
職
員
が
町

内
の
単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
夫

婦
住
宅
９
件
を
訪
問
し
、
日
常
的

に
清
掃
す
る
こ
と
が
難
し
い
照

明
器
具
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
北
電
ネ
ッ
ト
㈱
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
っ

て
い
る
の
も
の
で
、
訪
問
を
受
け

た
高
齢
者
は
「
気
に
な
っ
て
い
て

も
、
自
分
で
は
清
掃
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
清
掃
し
て
く
れ
て
助
か

る
。」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
住
宅
を
対
象
に

照
明
器
具
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

12月

　

レ
・
コ
ー
ド
館
の
巨
大
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
設
置
最
終
日
と

な
る
12
月
25
日
、
巨
大
ツ
リ
ー
の

前
で
教
育
委
員
会
主
催
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
新
冠
中

学
校
と
静
内
高
校
の
吹
奏
楽
部

が
出
演
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

を
含
む
楽
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

約
60
名
の
来
場
者
は
、
会
場

に
広
が
る
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲

気
の
中
、
両
校
の
演
奏
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

巨
大
ツ
リ
ー
前
で

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
23
日
、
中
山
競
馬
場
で

行
わ
れ
た
第
１
４
６
回
中
山
大
障

害
（
Ｊ
・
Ｇ
Ⅰ
）
に
お
い
て
、
新

冠
町
字
明
和
の
㈲
ビ
ッ
グ
レ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ム
で
生
産
さ
れ
た
マ
イ

ネ
ル
グ
ロ
ン
号
が
見
事
優
勝
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ネ
ル
グ
ロ
ン
号
は
、

こ
の
レ
ー
ス
で
２
着
馬
に
10
馬
身

差
を
つ
け
て
勝
利
し
、
そ
の
圧

倒
的
な
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

２
０
２
３
年
度
Ｊ
Ｒ
Ａ
賞
の
最
優

秀
障
害
馬
も
受
賞
し
ま
し
た
。

マ
イ
ネ
ル
グ
ロ
ン
号
が

中
山
大
障
害
を
制
覇
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１
月
７
日
の
「
二
十
歳
を
祝
う
式
典
・

成
人
の
集
い
」
終
了
後
、
二
十
歳
の
皆
さ

ん
が
町
内
の
小
・
中
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
は
、
町
内
の
各
学
校
か
ら

「
二
十
歳
を
迎
え
た
卒
業
生
へ
の
お
祝
い
」

と
し
て
提
案
さ
れ
、
式
典
と
合
わ
せ
て
学

校
開
放
を
行
い
実
現
し
ま
し
た
。

　

朝
日
小
学
校
で
は
、
当
時
６
年
生
の
担

任
で
あ
る
宮
本
光
子
教
諭
も
訪
れ
、
各
学

校
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
当
時
の
思
い

出
話
し
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
十
歳
の
皆
さ
ん
が

町
内
の
小
・

中
学
校
を
訪
問

　

１
月
１
日
、
氷
川
神
社
で
新

年
隆
盛
み
こ
し
が
４
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
雪
が
舞
う
中
、
新

年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行
わ

れ
、
新
し
い
年
が
始
ま
る
と
新

冠
判
官
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
と

と
も
に
、
氷
川
若
衆
会
が
担
ぐ

神
輿
が
威
勢
の
良
い
掛
け
声
で

練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
約
２
０
０
名
の
参

拝
者
は
、
社
殿
で
今
年
１
年
の
無

病
息
災
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
う

氷
川
神
社 

新
年
隆
盛
み
こ
し

　

１
月
９
日
、
新
冠
消
防
団
・

消
防
署
新
冠
支
署
連
合
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
は
、
消
防
団
員
と
新

冠
支
署
職
員
ら
約
１
０
０
名
が

参
加
し
、
関
係
者
や
町
民
が
見
守

る
中
、
４
年
ぶ
り
に
市
街
地
の
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
消

防
庁
舎
裏
で
鳴
海
町
長
ら
関
係

者
の
観
閲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
レ
・
コ
ー
ド

館
に
移
し
、
永
年
勤
続
者
な
ど
の

表
彰
状
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
新
冠
消
防
団

消
防
署
新
冠
支
署
連
合
出
初
式

　

１
月
10
日
、
氷
川
神
社
で
町

交
通
安
全
推
進
委
員
会
（
鳴
海

修
司
会
長
）
主
催
の
交
通
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全

推
進
委
員
や
静
内
警
察
な
ど
関

係
者
18
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
鳴
海
会

長
は
「
昨
年
11
月
12
日
に
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
を
達

成
し
、
さ
ら
に
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

新
冠
町
の
交
通
安
全
を
願
い

氷
川
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
祭

町
内
の
小
学
校
に

「
大
谷
グ
ロ
ー
ブ
」
が
届
く

　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

大
谷
翔
平
選
手
が
、
全
国
の
小
学
校
に
グ

ロ
ー
ブ
の
寄
贈
を
行
っ
て
お
り
、
新
冠
町

に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
ブ
が
届
き
ま
し
た
。

　

新
冠
小
、
朝
日
小
と
も
に
１
月
17
日
の

始
業
式
終
了
後
に
グ
ロ
ー
ブ
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
校
長
先
生
か
ら

児
童
会
に
グ
ロ
ー
ブ

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
冠
小
で
は
、
こ

の
グ
ロ
ー
ブ
を
全
児

童
が
触
れ
た
後
に
体

育
の
授
業
で
活
用
し
、

朝
日
小
で
は
、
1
週

間
の
展
示
後
、
自
由

に
使
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

１
月
17
日
、
本
町
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
新
冠
町
商
工
会

主
催
に
よ
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
大
勢
の
町
民
が
ガ
ラ

ポ
ン
抽
選
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

抽
選
は
補
助
券
20
枚
で
１
回
挑

戦
す
る
こ
と
が
で
き
、
補
助
券
は

年
末
に
町
内
な
ど
37
店
舗
で
買
い

物
し
た
方
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
特
賞
と
し
て
千
円

札
つ
か
み
取
り
賞
が
用
意
さ
れ
、

幸
運
な
10
名
が
、
特
賞
の
つ
か

み
取
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

商
工
会
主
催
の
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

多
く
の
町
民
が
新
年
の
運
試
し

　

１
月
23
日
、
苫
小
牧
市
の
苫

小
牧
信
用
金
庫
（
小
林
一
夫
理

事
長
）
よ
り
、当
町
が
掲
げ
る
「
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶

え
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
対

し
、
１
５
０
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
は
前
年

度
か
ら
２
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

　

小
林
一
夫
理
事
長
は
、「
当
行

は
今
年
度
創
立
75
周
年
を
迎
え
、

そ
の
記
念
と
し
て
、
支
店
を
構
え

る
自
治
体
へ
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

苫
小
牧
信
用
金
庫
が
１
５
０
万
円
を
寄
附

　

１
月
28
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
「
第
35
回
昭
和
新
山

国
際
雪
合
戦
第
19
回
日
高
地
区

予
選
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
３
部
門
12
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
と
レ
デ
ィ
ー
ス
の

部
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
２
月
24

日
・
25
日
に
行
わ
れ
る
本
戦
出
場

権
が
与
え
ら
れ
、
既
に
出
場
権
が

あ
る
２
チ
ー
ム
と
合
わ
せ
て
４

チ
ー
ム
が
出
場
す
る
予
定
で
す
。

昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
大
会
日
高
予
選

優
勝
チ
ー
ム
に
は
本
戦
出
場
権

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

1月

（写真上）朝日小学校 /（写真下）新冠小学校

　

１
月
11
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で

札
幌
白
石
高
校
と
新
冠
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
イ

ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
４
年

ぶ
り
と
な
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を

見
よ
う
と
、
会
場
に
は
約
１
４
０

名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
、

札
幌
白
石
高
校
と
新
冠
中
学
校
に

よ
る
単
独
演
奏
が
行
わ
れ
た
後
、

合
同
演
奏
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る

演
奏
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

白
石
高･

新
冠
中

合
同
演
奏
会

　

１
月
18
日
、
新
冠
小
学
校
で

日
高
振
興
局
主
催
「
ひ
だ
か
馬

の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
冠
町
で
は
新
冠
小
の
野
本

彩
水
さ
ん
（
６
年
）
と
小
笠
原
結

さ
ん
（
４
年
）
が
入
賞
し
、
日
高

振
興
局
粟
田
地
域
創
生
部
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
は
「
ひ
だ
か

馬
の
絵
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
さ
れ

た
ほ
か
、
２
月
20
日
か
ら
27
日
ま

で
レ
・
コ
ー
ド
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

新
冠
小
学
校
の
児
童
２
名
が
入
賞

ひ
だ
か
馬
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト

（写真上）新冠小学校

（写真右）朝日小学校
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令
和
６
年

新
冠
町
二
十
歳
を
祝
う
式
典

今月の一冊

アイヌと松浦武四郎の
蝦夷地友情探査物語

大島 和子著／柏艪舎

　江戸末期、未開の地だった蝦夷

地を６度訪れ、先住民族アイヌと

一緒にくまなく見て回り、地名を

書き込んだ詳細な地図を作りあ

げた松浦武四郎。北海道の名付け

親でもある彼の生き方を、アイヌ

たちとの友情を中心に描く。

新着ガイド
続・写真が語る思い出の新冠  	新冠郷土文化研究会

２０歳の自分に教えたい本物の教養	 齋藤　孝

北海道犬旅サバイバル	 服部　文祥

わたしたちの「撮る教室」	 小寺　卓矢

相続でモメる人、モメない人	 天野　大輔

足ケア＆マッサージ	 池田　明子

ドローン超入門	 榎本　幸太郎

いつもと違う野菜の食べ方	 小田　真規子

ありのまま子育て	 井桁　容子

昭和の商店街遺跡、撮り倒した５９０箇所	 山本　有

メメンとモリ	 ヨシタケ　シンスケ

神様は返事を書かない	 阿部　珠樹

今日からタイ語！	 岡本　麻里

でぃすぺる	 今村　昌弘

ヒロイン	 桜木　紫乃

野火、奔る	 あさのあつこ

歌集　牛の瞳 	 小泉　京子

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10	 新冠中学校

11：00～ 11：15	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

10：10～ 10：30	 朝日小学校

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

２月９日

14 日

15 日

22 日

３月 1 日

7 日

14 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
２月 24日（土）13：30～定例読み聞かせ

２月 28日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況によ

り予告なく中止となる場合があり

ます。中止となった場合は、図書

プラザＨＰなどでお知らせします。

☆蔵書点検による休館のお知らせ
　図書プラザでは、所蔵資料の点検、整理作業を下

記の期間で実施いたします。。

　休館中はご不便をおかけしますが、ご理解とご協

力をお願いします。

●休館する期間：３月４日（月）～３月８日（金）

※本や雑誌は、レ・コード館正面入口の返却ポスト

で返却できます。

※ DVD・CD などの壊れやすい資料は、開館してから

カウンターへ直接返却をお願いします。

※状況により運行が変更・中止となる場合があります。

図書プラザＨＰ

　

１
月
７
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
令
和
６
年
新
冠
町
二
十
歳
を
祝

う
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
華
や
か
な
着
物
や

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
34
名
が
感
謝
と
希
望

を
胸
に
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
二
十

歳
の
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
鳴
海
町
長
の
式
辞
、
氏
家
議

長
の
祝
辞
に
続
き
、
保
護
者
や
町
関
係
者
が

見
守
る
中
、
二
十
歳
を
代
表
し
て
泉
林
太
朗

さ
ん
が
町
民
憲
章
の
朗
唱
を
行
い
、
続
い
て

前
山
暖
香
さ
ん
が
、
成
人
の
誓
い
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
成
人
の
集
い
で
は
、
参

加
者
は
豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
と

な
っ
た
友
人
た
ち
と
笑
顔
で
語
り
合
い
、
た

く
さ
ん
の
写
真
を
撮
る
な
ど
、
和
や
か
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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新
冠
郷
土
文
化
研
究
会
は
、
な

つ
か
し
の
新
冠
の
姿
を
写
真
か
ら

知
っ
て
も
ら
お
う
と
写
真
集
「
続
・

写
真
が
語
る
思
い
出
の
新
冠
」
を

発
刊
し
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
集
は
令
和
3
年
度
に

発
刊
し
た
も
の
の
続
編
と
な
り
、

今
回
は
昭
和
後
期
か
ら
平
成
時
代

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
風
景

や
街
並
み
の
移
り
変
わ
り
、
統
合

前
の
学
校
生
活
、
忘
れ
が
た
き
出

来
事
な
ど
、
２
０
０
枚
以
上
に
及

ぶ
写
真
を
収
録
、
そ
れ
ぞ
れ
に
詳

し
い
解
説
を
載
せ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
歴
史
年
表
や
商
店
の
一
覧

も
掲
載
さ
れ
、
と
て
も
読
み
応
え

の
あ
る
1
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
続
・
写
真
が
語
る
思
い

出
の
新
冠
」
は
郷
土
資
料
館
で
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
規
格　

Ａ
４
版　

97
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

○
内
容　

昭
和
後
期
か
ら
平
成
時

代
の
新
冠
に
関
す
る
写
真
を
収
録

　

①
ふ
る
さ
と
の
「
風
景
」　

　

②
忘
れ
が
た
き
「
出
来
事
」　
　

　

③
私
た
ち
の
「
学
び
舎
」

　

④
「
施
設
や
建
物
」
の
移
り
変
わ
り

　

⑤
「
郷
土
と
人
」
の
思
い
出

　

⑥
補
足
資
料

○
販
売
価
格　

１
冊
６
０
０
円

　

　
　
　
　
　
　

（
消
費
税
込
み
）

●
販
売
・
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
郷
土
資
料
館
（
新
冠
郷
土

文
化
研
究
会
事
務
局
）

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
９
４

　

次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場
を

開
設
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
の
混
雑
を
回
避

す
る
た
め
、
会
場
へ
の
入
場
に
は

「
入
場
整
理
券
」（
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事
前
発
行

も
し
く
は
会
場
で
当
日
配
付
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
の
配
付
状

況
に
応
じ
て
後
日
の
来
場
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
期
限
間

際
に
な
り
ま
す
と
確
定
申
告
会
場

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の

申
告
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
会
場
で
は
、

次
回
以
降
の
申
告
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ

ホ
申
告
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
ス
マ
ホ
申
告
を
行
う
た
め
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
他
、
カ
ー

ド
発
行
時
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー

ド
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

お
よ
び
署
名
用
電
子
証
明
書
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
開
設
期
間　

　

２
月
16
日
（
金
）
か
ら

　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

○
相
談
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

※
平
日
の
み

○
確
定
申
告
会
場

　

浦
河
税
務
署

　

（
浦
河
町
大
通
５
丁
目
86
番
４
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

　

申
告
手
続
な
ど
の
一
般
的
な
ご

相
談
は
、
所
轄
の
税
務
署
に
電
話

を
お
掛
け
い
た
だ
き
、
音
声
案
内

に
従
い
、「
0
」
（
確
定
申
告
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
）
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
専
門
的
な
相
談
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
毎
週
水
曜
日
・

金
曜
日
に
限
り
、
浦
河
税
務
署
の

確
定
申
告
会
場
内
に
お
い
て
札
幌

中
税
務
署
の
担
当
職
員
が
リ
モ
ー

ト
で
応
対
し
ま
す
。

　

相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
売
買
契

約
書
な
ど
の
譲
渡
価
額
も
し
く
は

固
定
資
産
税
評
価
額
な
ど
の
贈
与

財
産
の
価
額
が
分
か
る
も
の
を
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と
や
困

り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口
を
常

設
し
、
偶
数
月
に
は
専
門
の
相
談

員
に
よ
る
面
接
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
要
望
に
応
じ
て

ご
自
宅
な
ど
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日
　
時　

２
月
15
日
（
木
）

　

10
時
～
15
時

○
場
　
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

鬼
海　

将
芳　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

令
和
６
年
度
訓
練
生
の
追
加
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
受
付
期
間　

　

一
般
・
自
己
推
薦
選
考

　

２
月
20
日
締
切
（
試
験
日
２
月
26
日
）

　

３
月
19
日
締
切
（
試
験
日
３
月
25
日
）

　

４
月
９
日
締
切
（
試
験
日
４
月
15
日
）

○
募
集
人
数

　

各
科
若
干
名
（
金
属
加
工
科
・

精
密
機
械
科
・
電
気
工
事
科
）

○
訓
練
期
間　

　

２
年
間
ま
た
は
１
年
間

○
入
学
検
定
料　

３
６
６
０
円

　

詳
細
は
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
立
苫
小
牧
高
等
技
術
専
門
学
院

☎
０
１
４
４
・
５
５
・
７
０
０
７

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

２
月-

14
日
（
水
）・
19
日
（
月
）

　
　
　

21
日
（
水
）・
26
日
（
月
）

　
　
　

28
日
（
水
）

３
月-

４
日
（
月
）・
６
日
（
水
）

　
　
　

11
日
（
月
）
・
13
日
（
水
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

10
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　

※
平
日
の
み

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

O A・文具
リバティーはしもと
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苫
小
牧
高
等
技
術
専
門
学
院

（
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
テ
ク
苫
小
牧
）

訓
練
生
を
追
加
募
集

心
配
ご
と
相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間

株
式
・
不
動
産
（
土
地
建
物
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の
譲
渡
・
贈
与
の
申
告
相
談

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
６
年
２
月
９
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
６
年
２
月
号
（
通
巻
685
号
）

人の

うごき

人　口	 5,134人	 （前月比	 －	 ２人）

　男	 2,558人	 （前月比	 －	 1 人）

　女	 2,576人	 （前月比	 －	 １人）

世 帯	 2,805世帯	 （前月比	 ＋	 １世帯）
（令和６年１月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 30件 （ 28件）

347件 （351件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

３人（12人）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

０件（０件）

５件（７件）

発生件数

０件（０件）

３件（７件）

区　分

６年１月

５年１～12月

区　分

６年１月

５年１～12月

住宅用火災警報器を設置しましょう
　　 ～火災から大切な家族の命を守るため

　　 ～自分自身の命を守るため

　　 ～地域の安心・安全を守るため　　　　消防署新冠支署

12 月６日～１月 20 日までの届出分（敬称略）

●お誕生おめでとうございます

石 井 　 瑠
る ね

音	（ 塁 	 亜 美 )	 中央町

●おくやみ申し上げます

瀨川　英毅	 　８１歳	 美　宇

柏木　良雄	 　９８歳	 中央町

野村　成志	 　９１歳	 北星町

藤本　智子	 　６６歳	 本　町

小野寺　祥子	 　８７歳	 太　陽

武田　洋一	 　４６歳	 高　江

千葉　寿幸	 　７３歳	 東　町

古川　武志	 　９０歳	 大狩部

佐藤　一司	 　８６歳	 本　町

杉谷　俊治	 　６８歳	 節婦町

松本　和夫	 　９３歳	 美　宇

川上　ケイ子	 　８９歳	 節婦町

佐々木　末子	 　７７歳	 節婦町

横井　はるみ	 　９７歳	 北星町

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　  ☎ 0146・47・2112

パパ　　　　 ママ

戸  籍  の  窓

　

第
六
十
四
話

　

　「
昔
の
遊
び
と
生
活
（
語
り
）
」（
要
約
文
）

　

昔
は
、
こ
れ
と
い
っ
て
お
も
し
ろ
い
も
の
が

な
か
っ
た
か
ら
、
自
分
達
で
作
っ
た
も
の
、
ま

た
は
親
た
ち
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
遊
ぶ

こ
と
が
多
か
っ
た
。
コ
マ
な
ど
は
学
校
へ
行
っ

た
と
き
に
、
今
で
言
う
工
作
の
時
間
に
先
生
が

見
本
を
出
し
て
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
み
ん
な
で

作
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
作
っ
た
コ
マ
で

勝
ち
負
け
を
競
う
の
で
す
。
コ
マ
回
し
は
最
高

の
遊
び
で
し
た
。
お
正
月
に
な
れ
ば
百
人
一
首

の
大
会
を
し
ま
し
た
。
竹
馬
も
や
っ
た
け
れ
ど

も
、
あ
れ
は
竹
馬
の
長
さ
に
よ
っ
て
は
危
険
で

す
。
た
ま
に
ケ
ガ
を
す
る
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。

大
体
自
分
の
背
丈
よ
り
も
二
〇
セ
ン
チ
く
ら
い

高
い
も
の
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。
そ
れ
か
ら
竹
ト

ン
ボ
も
や
っ
た
け
ど
、
飛
ぶ
子
と
飛
ば
な
い
子

が
い
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
良
く
プ
ロ
ペ
ラ
を
削

る
の
が
難
し
い
の
で
す
。

　

サ
ケ
は
昔
、
自
由
に
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
冠
川
は
今
で
は
水
も
少
な
く
て
狭
く

な
っ
た
け
ど
、
昔
は
魚
が
た
く
さ
ん
い
た
。
サ

ケ
よ
り
も
マ
ス
が
た
く
さ
ん
い
た
。
今
使
っ
て

い
る
海
釣
り
用
の
竿
で
釣
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

一
日
に
五
本
ぐ
ら
い
釣
れ
れ
ば
も
う
最
高
だ
っ

た
。
七
月
頃
の
マ
ス
釣
り
と
い
え
ば
本
当
に
楽

し
か
っ
た
ね
。
こ
れ
は
昭
和
十
六
年
か
ら
十
八

年
頃
の
話
。

　

冬
に
な
る
と
、
今
で
言
う
エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、

昔
は
エ
ゾ
ヤ
マ
ド
リ
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
こ

れ
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
群
生
し
て
い
た
の

は
マ
ニ
ソ
ロ
（
今
の
万
世
）
辺
り
で
、
一
カ

所
に
三
十
羽
ほ
ど
い
た
こ
と
が
あ
る
。
猟
銃
で

撃
っ
て
い
る
う
ち
に
弾
が
な
く
な
っ
た
の
で
そ

の
日
の
猟
は
お
し
ま
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
く
ら
い
で
す
。
現
在
の
よ
う
に
禁
猟
な
ん
て

な
か
っ
た
し
、
今
も
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
い
る
け
ど

本
当
に
少
な
く
な
っ
た
ね
。

　

明
治
の
御
料
牧
場
開
設
当
時
、
新
冠
に
オ
オ

カ
ミ
が
た
く
さ
ん
い
て
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
か

ら
駆
除
の
方
法
を
授
け
て
も
ら
っ
て
駆
除
を
し

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
確
か
に
オ

オ
カ
ミ
は
い
た
よ
う
で
す
。
私
が
昭
和
十
四
年

に
御
料
牧
場
に
お
世
話
に
な
っ
た
当
時
も
オ
オ

カ
ミ
の
骨
が
農
場
に
残
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
い

た
の
は
事
実
で
す
ね
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 私の夢は獣医にな

ることです。なぜ

なら、動物が好き

だから病気で亡く

なる動物を救いた

いからです。

松原　瑠香

私の夢は友達をた

くさん作って、ど

こかに旅行をしに

行くことです。友

達と旅行に行った

ら楽しいからです。

前田　妃凪葵

ユーチューバーに

なって見る人が幸

せになるような動

画を作りたい。

山岡　柊斗

ぼくの夢は、特に

決まっていません

が、大好きなバレー

ボールに関係する

仕事をしたいです。

村上　晴哉

　

丘
陵
地
で
あ
る
大
狩
部
は
、
太
平
洋
を
眺
望
で
き

る
見
晴
ら
し
が
良
い
地
で
す
。
そ
の
た
め
、
皇
室
が

新
冠
に
お
こ
し
に
な
っ
た
時
、
休
憩
場
所
と
し
て
利

用
さ
れ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
、
馬
は
農
耕
や
移
動
の
際
に
用
い
ら
れ
、
大
切

な
動
物
と
し
て
扱
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
新
冠
は
、
現

在
に
お
い
て
も
馬
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
馬
の
無

事
息
災
を
願
い
「
馬
頭
観
音
碑
」
を
よ
く
建
立
し

て
い
ま
す
。
大
狩
部
に
あ
る
馬
頭
さ
ん
は
、
昭
和

四
十
八
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
自
治
会
の
方
々

が
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
深
い
の
は
、
そ
の
石
碑
に
寄
り
添
う
よ
う
に
、

小
さ
な
石
碑
が
ち
ょ
こ
ん
と
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
川
原
に
あ
る
よ
う
な
普
通
の
石
に
、「
馬
頭
観

世
音
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
る
で
親
子
の
よ
う

な
風
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
㊲

　
　『
馬
頭
観
世
音
（
大
狩
部
）
』

○馬頭観世音（ばとうかんぜおん）

　建立年　昭和 48年

　所在地　大狩部

　　　　　（旧大狩部開拓婦人ホーム）

　高　さ　約１．６メートル

昔、エゾヤマドリと呼んでいた
「エゾライチョウ」
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祝
　
令
和
６
年
新
冠
町

二
十
歳
を
祝
う
式
典

皆
様
の
限
り
な
い
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す

令
和
６
年

1
月
７
日
　
新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル


